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転換期を迎えたIETF

IETFミーティングは春、夏、冬の年3

回行われるが、その1つとして7月13日か

ら18日にかけてオーストリアのウィーン

で57回目となるIETFミーティングが開催

された 。年3回のミーティングのうち、

1回は米国外で行われるというペースが

続いているが、一昨年のロンドン、昨年

の横浜に引き続き、夏に米国外での開催

となった。しかし、このところのIT業界を

取り巻く状況などの理由で、今回は1300

人程度という最近のミーティングではも

っとも少ない参加者数であった。IETFそ

のものの活動が転換期を迎えているのか

もしれない。

IETFミーティングの中からいくつかの

トピックを取り上げて報告するが、例に

よって6つのセッションが同時に進むヘ

ビーなミーティングであったため、私の興

味に基づく報告であることをご容赦いた

だきたい。

IETFのワーキンググループ（WG）の中

でGeneral Areaに分類されるWGがあ

る。知的財産権と標準にかかわる問題を

議論する「IPR WG」などが含まれるが、

ここに「Problem WG」というWGがあ

る。インターネットの役割が広がり、IETF

に対する期待も大きく変化する中で、

IETFの運営に対して種々の意見が出さ

れるようになってきている。

そこで、より良いIETFを目指すにはどう

すればいいかについて話し合いがなされて

きた。前回のIETFの IESG（Internet

Engineering Steering Group）プレナリー

（全体総会）で問題解決への着手が発表さ

れ、今回のミーティングでは、Coach BOF

（Comprehensive apprOACH to quality

BOF） 、 Problem WG （ Problem

Statement WG）、Edu BOF（Education

BOF）の3つのセッションが行われるととも

に、IESGプレナリーで再度議論された。

活動の問題点を改善へ

こうした問題には、参加者が増えたこと

でIETFに対する期待が多様化するととも

に、増えすぎた参加者がIETFの生産性を

低下させているという指摘が含まれてい

る。前々回のこの連載で、「WGに参加す

るなら事前に議題を調べて関係する

Internet Draftを読んで予習してから行く

ことが望まれる」という話をしたが、こうし

た基本的なことをしない参加者が多く、生

産性の下がってきていることが指摘されて

いる。また、WG自体の役割についても議

論があり、WG Chairがきちんと役割を果

たすことが求められている。

また、IESGの役割についても種々の問

題が指摘されてきている。最終的に

Internet DraftをRFCにすることを承認す

るのはIESGの役割であるが、こうしたプ

ロセスが滞っており、タイムリーに標準を

決められなくなってきているということが指

摘されている。こうした問題を解決するた

めにIESGの役割を再定義し、迅速にプ

ロセスが進むように検討されている。

このようにインターネットへの注目が集

まったために、多くの要求がIETFへなさ

れるようになってきた。その中でひずみが

生じてきたのも事実であろう。IETFは扱

うべき問題を絞り、必要な改革を進め始

めたのである。そういう意味において

IETFは大きな転換期を迎えたのであり、

今後が注目される。

3分割のモバイルIP関連WG

さて、各WGの話題であるが、今回は私

活動の大きな転換期を迎える
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今回のIETFのプログラム。英語だが各WGで議論され
た話題などがわかるので参照してみると良いであろう。
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にとってなぜかモバイル関連技術ウィーク

になってしまった。まず、これまでLayer 3

のMobility技術についての議論は「Mobile

IP WG」であったが、このWGで扱う話題

が多くなりすぎ、より効果的に議論を進め

るために3つのWGに分割する案が前々

回のアトランタのミーティングで示されて

いた（図）。これは、Mobile IPv4の普及

に必要な技術について議論する「mip4

WG」とMobile IPv6の仕様を決定するこ

とに集中する「mip6 WG」、Mobile IPに

関連して移動の通知やハンドオフを最適

化する技術に関して議論する「mipshop

WG」（ MIPv6 Signaling and Handoff

Optimization）の3つで、今回はこれらの

WGを設置するためにBOFとしてミーティ

ングがスタートした。

mip4 BOFでは、VPN環境でMobile

IPを利用する際の問題点と解決策の提

案、移動するノードの情報の管理を行う

HA（Home Agent）を動的に選択する仕

組みに関する提案が行われていた。

Mobile IPv4はRFC3344となっており、

実用化の段階にきている。そういう意味

で実環境で必要となる技術の確立が重要

るのは、「GeoPriv WG」（Geographic

Location/Privacy WG）である。モバイ

ル環境では、ノードが地理的にどこにあ

るかといった情報を管理することが重要

になってくる。また、こうした情報はプラ

イバシーに密接に関係があるので、その

点を考慮せずにシステムを構築すること

はできない。このWGではこうした技術

について議論を行っている。しかし、こ

れまであまり活発な議論は行われておら

ず、基本的な要求や要件の取りまとめと、

ノードがネットワークに接続された際に

DHCPで位置情報も供給するという提案

が行われてきただけであった。今回のミ

ーティングでは、今後の活動について見

直しがなされ、活性化するためにてこ入

れされることが決まった。まず9月に集中

ミーティング（Interim Meeting）が行われ

ることになっており、ここで次の方針が決

定すると思われる。

もう1つ、モバイル関係では「seamoby

WG」（Context Transfer, Handoff Candidate

Discovery, and Dormant Mode Host

Alerting）で動きがあった。こちらは、シー

ムレスなモバイル環境を提供することを目

指して設立されたWGであったが、このと

ころあまり活発な議論はなく、今回で基本

的に活動を休止することが宣言された。

こうした一方で、IPv6についての動向

として、今後IPv6が普及する方向へ進み

だしたために「IPv6 WG」自身の活動は

縮小する方向が決められている。さらに、

各WGはIPv6について考慮せずには技術

を決められないことも示されている。こう

した点を見てもIPv6が実用段階へ進んで

きていることがよくわかると思われる。

次回のミーティングは、11月にミネアポ

リスで開催される。また、来年の2月29日

から3月5日まで韓国のソウルで開催され

ることも今回アナウンスされた。

となっている。

また、mip6 BOFは、Mobile IPv6が本

当にやっとRFCになるだろうとの報告が

あった。前回のIETFの報告でもRFCに

なりそうな気配であると報告したが、

Internet Draft Revision 24が今度こそ

RFCにという雰囲気である。すでに

Mobile IPv6の相互接続性試験も本格的

に行われるようである。次回は9月にETSI

（ the European Telecommunications

Standards Institute、ヨーロッパの電気

通信関係の標準化団体）がブリュッセルで

行う予定で、ここにはマイクロソフトがウ

ィンドウズXPとCEのMobile IPv6の実

装を持ち込む予定であるそうだ。

一方、mipshop BOFはネットワークに

接続されたことを検知するための技術や、

ノードが移動した際にその間の切断時間

を短縮する技術について議論が行われ

た。これらは特に、IP携帯電話などを実現

する際に必要な技術である。

その他モバイル関連WG動向

このほか、少し動きがあったと思われ
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図：Layer3 Mobility技術に関するWGの動向
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